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１．はじめに 

 現存貨物船への簡易型航海データ記録装置

（S-VDRs: Simplified Voyage Data Recorders）の搭載

の強制化が、2004 年 12 月に開催された国際海事機関

（IMO: International Maritime Organization）第 79 回海

上安全委員会（MSC 79）において採択された（2006
年 7 月 1 日発効予定、一部免除規定あり）。その採

択までの過程において日本は、簡易型の規格として

VDRカプセルについて従来の固定型に加え浮揚型を

提案し、実証実験[1][2]を行い、その性能基準に反映

させてきた。平成 16 年度には、浮揚型 S-VDR のプ

ロトタイプとして神戸大学海事科学部付属練習船深

江丸の船内データを無線 LAN を通じて VDR カプセ

ルに送信するシステムを構築した。また、実際に深

江丸船内 LAN データを VDR カプセルに送り、VDR
カプセルを海中に沈め、回収後、VDR カプセル内の

データと送信データの比較する実証実験を行ったの

で報告する。 
２．浮揚型 VDR プロトタイプシステム 

 平成 15 年度に開発した非接触通信システム[3]を
ベースにプロトタイプを製作した。カプセルは非常

用位置指示無線標識（EPIRBs: Emergency Position 
Indicating Radio Beacons）を改造し、内部に無線 LAN
カードとコンパクトフラッシュ（CF）メモリが搭載

できる PC104 規格のコンピュータボードを組み込ん

だ。また、水没した際に浮揚できるように自動離脱

装置を製作し、離脱の際には電気の供給がなくなる

ため、離脱を検出し自動シャットダウンできるだけ

のバッテリを内蔵した。OS は Linux とした。カプセ

ル概観を図－１にカプセル内部を図－２に示す。 
 データ通信システムは、深江丸で構築されている

航海データ収集・転送システム[4]を拡張し、深江

丸ネットワークのサーバにデータを要求して無線

LAN（IEEE 802.11b 規格）を通して VDR カプセルに

データを送る装置（ノートパソコン）を準備した。 
 

  
Model:  
JQE-2A  
  
寸法 :    
直径 245mm  
高さ 870mm  
  
重量 : 5.5kg  

 
 
 

図－１ カプセル概観 

PC104 ボード 

CF メモリ 無線 LAN カード 

図－２ カプセル内部 

 



 

 なおノートパソコンのデータ送受信に関しては、

深江丸データサーバとの通信（有線）と VDR カプセ

ルへの送信（無線）は別のサブネットとし、また無

線 LAN には通信機器を限定することによりセキュ

リティを確保した。深江丸システムのデータ通信量

は約 2kB/s であるが、実際の S-VDR では平均 33kB/s
の通信量が試算されているため、ダミーデータを追

加することにより、現実に近い通信量とした。また

VDR カプセルの自己健全性確認のため、10 秒に 1 回

受信データをノートパソコンにフィードバックする

ようにした。 

３．実証実験 

 プロトタイプシステムの実証実験として、平成 16
年 12 月 20 日大阪湾において、実際にデータ転送を

行いながらカプセルを海中に沈めて離脱させ、しば

らくの間浮遊させた後回収し、内部の CF メモリに蓄

積されたデータと実際に送信したデータの比較を行

った。実験は延べ 8 回実施し、初回と最終回は神戸

大学海事科学部と実験海域の大阪湾との移動中のデ

ータを送信した。記録された GPS データからの航跡

を図－３に示す。8 回の実験においては、1 回もデー

タ送受信のロスがなく、全てデータが一致されてい

ることを確認し、本プロトタイプの実用性が確認さ

れた。なおカプセルについては、各種環境試験も実

施し、性能基準を確保している[5]。 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
 
 

－３ VDR カプセルに記録された航跡図  
４．性能基準 

 S-VDR の性能基準は、IMO/MSC 決議 MSC.163 (78) 

Performance standards for shipborne simplified voyage 
data recorders (S-VDRs)として採択されている。通常

の VDR の性能基準である IMO 総会決議 A.861(20)と
の大きな違いは、float-free type protective capsule と浮

揚型が明記され、回収のための位置を知らせる信号

が規定されている。COSPAS-SARSAT では、今回の

プロトタイプのような EPIRBs 一体型の S-VDR の登

場を考慮し、COSPAS-SARSAT 国際ビーコンデータ

ベースにS-VDR付であることを明記する項目を追加

することとなった。また IEC では、IEC 61996 に

S-VDR の技術基準を取り込む作業を進め、 IEC 
61996-2 の早期回章国際基準案（PAS）を発行してい

る。 
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